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はじめに

食品添加物，農薬，動物用医薬品等に関する情報調査
や試験研究を行う上でADI（一日摂取許容量）や評価状
況などは最初の段階で必要となる重要な情報のひとつで
ある．これらの情報については，関連機関から提供され
るweb情報の増加によって以前に比べはるかに入手しや
すくなった．しかし中には，電子媒体になっていない，
情報の所在がわかりにくい，評価報告書をひとつひとつ
調べる必要がある，物質の名称や用途が国際機関と日本
で異なる，情報の様式や項目が機関によってさまざまで
ある，といった場合も多く，ADI等に関する情報の検索
は必ずしも容易ではない．特に電子媒体になっていない
場合は，情報の調査にかなりの時間と労力を要する．し
たがって食品関連情報の効率的な活用をはかるため，食
品添加物，農薬及び動物用医薬品のADI及びその関連情
報を調査し，webで利用可能なデータベースを作成した．

方　法

1．食品添加物データベース

1.1 収載項目

1）収載品目： JECFA (FAO/WHO合同食品添加物専門
家会議）で評価された食品添加物及び日本の指定添加物．
2）調査項目：名称（日本，JECFA）と別名，CAS番号，

INS番号（食品添加物の国際番号システム），ADI関連
情報（ADI，Group ADI，最終評価年等）．
3）用途：保存料，酸化防止剤，着色料，甘味料，殺菌
料，漂白剤，防かび剤，製造用剤，品質改良剤，小麦粉
処理剤，調味料，酸味料，イーストフード，乳化剤，増
粘剤，固結防止剤，栄養強化剤，ガムベース，pH調整
剤，その他．
なお類指定香料については，類指定香料データベース

として別途作成し，本データベースには含めていない．

1.2 関連情報の調査

J E C F Aで評価されている食品添加物については
JECFAホームページで個別に物質を検索し，ADIその他
の収載項目を調査した（Table.1）．日本の食品添加物
（指定添加物）については，厚生労働省 1）の食品，食品
安全委員会 2）のリスク評価，7日本食品化学研究振興財
団 3）の厚生労働省食品化学行政情報の各ホームページを
参照した．
用途，別名等に関しては食品衛生学雑誌 4），食品添加

物公定書解説書 5）及び「世界の食品添加物概説　JECFA
と主要国の認可品目リスト」6）を併せて参照した．

2．農薬等（農薬及び動物用医薬品）データベース

2.1 収載項目

1）収載品目： JMPR（FAO/WHO合同残留農薬専門家
会議）でADIが評価された農薬，JECFAでADIが評価
された動物用医薬品，及び日本の食品衛生調査会／食品
安全委員会でADIが評価された農薬及び動物用医薬品．
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2）調査項目：名称（日本，JMPR，JECFA）と別名，
CAS番号，ISO一般名，EINECS番号（欧州既存商業化
学物質名簿），ADI関連情報（ADI，Group ADI，Acute
RfD（急性参照用量），最終評価年等），農薬においては
分類及びEUのADI．
3）用途：殺菌剤，除草剤，ダニ駆除剤，成長調整剤，
線虫駆除剤，抗菌剤，抗生物質，合成抗菌剤，寄生虫駆
除剤，ホルモン剤，その他の農薬，その他の動物用医薬
品，その他．

2.2 関連情報の調査

国際機関のADIは，農薬については JMPR，動物用医
薬品については JECFAホームページを参照した．詳細
な毒性評価についてはWHOの INCHEMホームページ 7）

の JMPR及び JECFA毒性評価モノグラフ等を参照した
（Table.2）．日本のADI及び関連情報については，食品
安全委員会設立（2003年7月）以前に評価されたものは，
主として食品衛生学雑誌の農薬及び動物用医薬品のADI
一覧 4），及び食品衛生研究（6日本食品衛生協会）に随
時掲載された「残留農薬基準の策定に係る食品衛生調査
会毒性・残留農薬合同部会報告」並びに「残留農薬基準
策定に係る薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会毒性・
残留農薬合同部会報告」を参照した．さらに必要に応じ
て薬事・食品衛生審議会（旧食品衛生調査会）議事録
（厚生労働省ホームページ）1）を参照した．2003年7月以
降に食品安全委員会で評価されたものについては同委員

会ホームページ 2）を参照した．また，用途については，
厚生労働省ホームページ（農薬等ポジティブリスト等）1）

及び JMPRの評価資料（Table.2），分類については
JMPR評価資料及び農薬ハンドブック 8），EINECS番号
については，EUのECB（European Chemical Bureau）
ホームページ 9）を参照した．

3．データベースのシステム及びデータの入力

データベースシステムは，Oracle 9dbデータベースシ
ステムを用いた．調査した各項目の情報はMicrosoft
Excelファイルに入力し，これをデータ更新用のマスタ
ーファイルとした．以降のデータの追加・修正等はすべ
てExcelファイルで行った．Excelファイルのデータは
Microsoft Access を経由してサーバ上のOracle 9db デー
タベースに入力した．

結　果

1．食品添加物データベース

本データベースの作成において参照した国外の情報を
Table.1に示した．

JECFAホームページでは，JECFAで評価された食品
添加物，汚染物質，動物用医薬品などの物質を一緒に収
載しているため，JECFA会議の評価サマリーサイトに
収載されている機能別（用途別）品目リスト（List of
substances（other than flavouring agents）by functional
class）から酸化防止剤，着色料，保存料など食品添加
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Table.1．Web information on food additives provided by JECFA and other organizations.
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物に相当するものを抽出したところ，766品目あった
（2005年までに評価されたもの）．
データベースに収載している品目は 2006年 3月時点

で，JECFAのリストから抽出した766品目及び日本の指
定添加物374品目であり，両者で275品目が重複してい
るため，収載総数は865品目である．JECFAのリストか
ら抽出した766品目の中に，日本の既存添加物451品目
のうち 150品目，一般飲食物添加物 100品目のうち 7品
目が含まれている．

2．農薬等（農薬及び動物用医薬品）データベース

本データベースの作成において参照した国外の情報を
Table.2に示した．

2006年3月時点で農薬等データベースに収載している
農薬は，JMPR及び日本でADIが評価されている農薬
369品目である．このうち JMPRでADIが設定されてい
る農薬は218品目，日本でADIが設定されている農薬は
258品目 10）であり，日本及び JMPRの両方でADIが設定
されている農薬は107品目であった．
本データベースに収載している動物用医薬品は

JECFAでADIが評価されている 89品目であり，ここに
は JMPRで農薬として評価されているものも 9品目含ま
れている．日本でADIが評価されている動物用医薬品は
30品目 11）であるが，中にはGroup ADI として評価され
ているものも含まれており，データベースには 35品目
収載した．これらはすべて JECFAの89品目の中に含ま
れていた．

3．データベースの検索画面及び検索結果の表示

食品添加物及び農薬等データベースの検索画面及び検
索結果のweb画面をそれぞれFig.1及びFig.2に示した．
食品添加物及び農薬等データベースの検索画面では，

以下の項目から検索できるようにした．
・五十音順及びアルファベット順の物質名リスト（一覧
表示）
・用途別物質名一覧リスト（プルダウンメニュー）
・物質名やCAS番号からの検索（キーワード入力）
本データベースの検索結果の画面では，日本の情報，

Table.2．Web information on pesticides and veterinary drugs provided by JMPR, JECFA and other organizations.

Fig.1 Web pages of the database on food additives
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JECFAや JMPR等の情報，共通の情報を色分けして示し
た．（Fig.1, 2）．

考　察

1．webデータベースの利点

現在，食品添加物や農薬等の評価情報その他さまざま
な関連情報が，国際機関や各国の評価機関・規制機関等
のホームページで調べられる．しかし，それぞれの機関
のトップページからADI等が収載されているサイトを探
し出すのは必ずしも容易ではない．また，例えば
JECFAのサイトで食品添加物のADIを調べるには，そ
れぞれの物質が収載されているシートを個別に調べる必
要がある．
わが国では2006年5月から農薬等のポジティブリスト

制度が導入されたこともあり，食品衛生関連業務に携わ
る関係者にとって，国際機関や日本で評価されている農
薬及び動物用医薬品のADIや評価情報を調べる機会は以
前にも増して多くなると考えられる．しかし日本の農薬
等のADIで2003年7月の食品安全委員会発足以前に評価
されたものについては，全体としてまとまった形で電子
媒体になっているものがこれまでなかったため，印刷物
（定期購読が必要な学術雑誌等）や審議会資料を個別に
調べる必要があった．印刷物は情報が検索しにくいため，
必要な情報がどの印刷物に掲載されているかといった情
報のありかについての知識も必要になる．またweb情報
と異なりすぐには入手できないことも多い．
今回の農薬・動物用医薬品データベースの作成にあた

っては，物質ごとに，食品衛生研究（6日本食品衛生協
会）に掲載された食品衛生調査会の部会報告や厚労省ホ
ームページ 1）の審議会資料（議事録など）に収載されて
いる一部の評価資料を個別に参照したが，これはかなり

時間を要する作業であった．審議会資料はweb情報であ
るが，2001年の省庁再編や食品衛生調査会が薬事・食
品衛生審議会となったことに伴い，それ以前と以降の収
載サイトが異なるなど，目的の資料を探しにくい部分も
ある．本データベースの構築により，検索に多くの労力
や時間等を要するADIその他の関連情報がwebでより迅
速かつ容易に検索できるようになった．

2．データベースの入力・更新作業及び検索画面の利便性

ADIその他の評価情報は更新や追加が比較的頻繁に行
われる．データベースは収載情報が常に更新されている
ことが最も重要であり，そのためにはデータの元情報で
あるweb情報等の定期的チェックと共に，情報を調査す
る担当者自身がデータベースのデータ入力・更新作業を
速やかに行えるようなデザインであることが重要なポイ
ントである．本データベースでは，Oracle 9dbデータベ
ースについての特別な知識がなくてもデータ入力及び更
新作業が行えるよう，汎用ソフトであるExcelファイル
で入力作業を行うデザインとした．Excelファイルから
Oracle 9dbデータベースへのデータ移行は，Microsoft
Access を経由しきわめて簡便に行うことができる．
食品添加物及び農薬等データベースの検索画面には，

ユーザーが画面上のリストから目的の情報を選択できる
一覧表示機能と，ユーザー自身がキーワード（物質名や
CAS番号等）を入力できる検索ウィンドウ機能の両方を
収載した．ユーザーの利便性を考えた場合，一般に検索
ウィンドウのみの検索システムは使いにくい．キーワー
ドを入力してヒット件数がゼロもしくは少ない場合，デ
ータベースにデータが入っていなかったのか，キーワー
ドの選択が適切でなかったのかなどの判断がつかないた
めである．データベースに収載されているデータ内容が
把握できる一覧リストなどの画面とキーワード入力用の
検索ウィンドウを併用することにより，検索システムと
しての利便性が増すと考えられる．

3．データベースの提供と活用

食品添加物データベースは現在，当所のホームページ
から提供している 12）．1ヶ月のアクセス件数は，2005年
12月には1,325件，2006年3月には2,179件であった．農
薬及び動物用医薬品データベースは現在，内容について
のコメント依頼や動作確認を行うため，モニターとして
地方衛生研究所，検疫所，保健所等の一部の関係者が閲
覧できるテスト用webサイトに収載して試用期間中であ
る．データベースが問題なく動作することを確認した上
で近く公開サイトに収載予定である．
本データベースのwebサイトには，ユーザーの利便性

のため，Table.1及び2に記載した情報源その他の関連情
報へのリンク先も併せて収載した．データベースでADI
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Fig.2 Web pages of the database on pesticides and veterinary drugs
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等を検索し，さらに詳細な評価情報等が必要な場合はこ
れらのリンクを利用して各機関の評価報告書などを参照
できる．Web情報は日々新たな情報が追加され，しば
しばURLが変更されることから，こうした関連情報に
ついては今後も定期的に見直しし，必要に応じて収載情
報を更新していく予定である．
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